
富山市総合計画

－後期基本計画－



１．後期基本計画の策定

総合計画前期基本計画
【２００７（H19）－２０１１（H23）】
（新市の一体感の醸成と均衡ある発展）

○社会経済情勢の変化
・人口の減少、急速な少子・超高齢社会の進展
・世界的な金融・経済危機の発生
・国の政策の大きな変化や地方分権の一定の進展

○北陸新幹線の開業
・交流・定住人口の拡大
・魅力あるまちづくり

○東日本大震災を教訓とした災害に強いまちづくり

時代の変化
に対応

総合計画後期基本計画 【２０１２ (H24）－２０１６ (H28）】

（都市と自然が共生する活力ある富山市の創造）

前期計画進捗状況
市民意識調査の結果まちづくりの課題への対応

基 本 構 想

前 期 基 本 計 画 後 期 基 本 計
画

2007 2016
（平成19年度） （平成28年度）

それぞれの地域における多彩な魅力を最大限に発揮できるまちづく
りを進めるため、市民との協働を基本とした後期基本計画を策定

１

（２３年度）（２４年度）

将来人口推計の結果

実施計画（毎年度）



２ 総合計画と各分野の主な計画

2

富山市総合計画の理念・方向性に従って、各分野の課題に対応した計画を
策定し、きめ細かな事業を展開しています。

富山市地域防災計画

防災防災

富山市次世代育成支援行動計画

富山市高齢者総合福祉プラン

福祉福祉

富山市障害福祉計画

富山市商業振興ビジョン

富山市工業振興ビジョン

富山市観光実践プラン

産業・観光産業・観光

富山市農林漁業振興計画

富山市環境基本計画

環境環境

富山市バイオマスタウン構想

富山市環境モデル都市行動計画

富山市中心市街地活性化基本計画

富山市公共交通活性化計画

まちづくりまちづくり
富山市都市マスタープラン

富山市自転車利用環境整備計画

富山市男女参画共同プラン

生活生活

富山市交通安全計画

など

など

など

など

など

など

富山市浸水対策基本計画

富山市耐震改修促進計画

市の全体的な

理念・方向性

具体化 具体化

具体化 具体化

具体化 具体化

富山市過疎地域自立促進計画

富山市上下水道事業中長期ビジョン

富

山

市

総

合

計

画

富

山

市

総

合

計

画
各分野の代表的な事業

〔１５７事業〕



３．まちづくりの主要課題

（１） 人口減少と少子化への対応
（２） 超高齢社会への対応
（３） 危機管理・防災対策
（４） 環境政策
（５） 森林政策
（６） 個性ある地域の発展と一体性の確保
（７） 広域的な拠点性の向上
（８） コンパクトなまちづくり
（９） 地域力の強化
（10） 地域産業の活性化
（11） 富山の魅力の発信
（12） 効率的な行財政運営

今後のまちづくりを進めるに当たり、その主要課題として１２項目
を設定し、その対応に取り組んでいきます。

３



人口の推移と見通し
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４-１ 基本指標（人口の見通し）

１ 総人口・年齢別人口

（１） 本市の総人口は、減少に転じ、平成２７年には、平成２２年と比較して約8,800人減少し、
約413,000人になると見込まれます。

（２）年齢３区分別人口

高齢人口（65歳以上）の総人口に占める割合は、平成１７年では21.5％でしたが、平成２７

年には約29％となり、高齢化が一段と進むものと予想されます。

４
出典：「富山市将来人口推計」（Ｈ22.12）



４-２ 基本指標（市民意識調査）

平成２２年度市民意識調査の結果から

（１） 富山市の住みよさ

今回（平成２２年）調査では、前回（平成２０年）調査及び前々回（平成１７年）調査と
比較しても、「住み良い」と回答した人の割合が若干高くなり、「住みにくい」と回答し
た人の割合がわずかに低くなっています。

今回（Ｈ22）

Ｎ=2,563

前回（Ｈ20）

Ｎ=2,364

前々回（Ｈ17）

Ｎ=2,555

30.1 57.0 7.01.92.02.0今 回 （ Ｈ 2 2 ） Ｎ

住み良い まあ住み良い あまり住み良くない 住みにくい わからない 無回答
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４-３ 基本指標（市民意識調査）

（『満足』（満足＋ほぼ満足）

前回（平成２０年）調査で
は１２位の「安全で快適な
まちづくり」は、４位に順位
を上げています。

（２） 施策の満足度・・・総合計画の６２の施策について、満足度を調査

9位

消防・救急体制の整備

雪に強いまちづくり
（除排雪体制強化など）

安全で快適なまちづくり
（食品衛生、大気・水質等の環境保全対策など）

2位

健康づくり活動の充実
（健康情報の提供、健康相談・健康診査の充実など）

公園・緑地の整備

安全・安心な消費生活の推進
（食育や地産地消、食の安定供給など）

3位

4位

5位

6位

1位 快適な生活環境づくり（上下水道、動物愛護、

地域の環境美化、墓地・斎場整備など）

学校教育の充実 （自主性や創造性を育てる教育、

教育環境の整備、安心・安全な学校づくりなど）

10位

スポーツ・レクリエーション活動の充実
（スポーツ教室・イベントの開催、体育施設の整備など）

市民・企業・行政の協働による環境負荷低
減への取り組み （資源回収支援、ふるさと富山美化

大作戦の実施など）

7位

8位
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４-４ 基本指標（市民意識調査）

特に「不満」の順位が下
がったものでは、「エネル
ギーの有効活用」（前回８
位、今回２１位）、「災害に
強いまちづくり」（前回２６
位、今回４９位）などがあり
ます。

逆に「賑わいと交流の都
市空間の整備・充実」（前
回１０位、今回４位）、「とや
まの魅力と活力を築くもの
づくり・しくみづくり」（前回１
２位、今回６位）などは順
位を上げています。

『不満』（不満＋やや不満）

計画的で効率的な行財政運営の推進
（健全財政の維持、職員数の適正化など）

公共交通の利用促進（公共交通利用意識の啓発、

ノーマイカーデーの実践など）

歩いて暮らせるまちづくりの推進
（コンパクトなまちの実現、公共交通の活用など）

雪に強いまちづくり（除排雪体制強化など）

とやまの魅力と活力を築く
ものづくり・しくみづくり

（中小企業経営基盤安
定、農林漁業支援、
商店街の活性化など）

勤労者福祉の向上
（就業環境の向上仕事と家庭が両立できる環境づくりなど）

6位

7位

8位

賑わいと交流の都市空間の整備・充実
（富山駅周辺、中心市街地の整備など）

職員の意識改革と組織の活性化
（多様な行政ニーズに対応できる市職員の育成など）

5位

拠点を結ぶ交通体系の再構築
（公共交通の利便性の向上など）

富山ブランドの発掘・発信
（富山のイメージを高めるブランド化の推進など）

9位

10位

1位

2位

3位

4位

（％）
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（２） 施策の満足度

７



４-５ 基本指標（市民意識調査）

「高齢者・障害者への支援」
（前回２位→１位）

「賑わいと交流の都市空間の
整備・充実」（１５位→ ５位）

「とやまの未来を築く新産業・
新事業の創造」（２９位→ ８位）

「雪に強いまちづくり」（１８位
→１０位）

などは順位を上げています。

（３） 今後のまちづくりの重点・・・ ６２の施策のうち最も重点的に取り組むべき施策を調査

10位 雪に強いまちづくり
（除排雪体制強化など）

7位

8位

8位

5位

6位

職員の意識改革と組織の活性化
（多様な行政ニーズに対応できる市職員の育成など）

勤労者福祉の向上
（就業環境の向上、仕事と家庭が両立できる環境づくりなど）

とやまの未来を拓く新産
業・新事業の創造

（新産業の育成、企
業立地の促進など）

1位

2位

3位

4位

高齢者・障害者への支援
（介護サービス基盤整備など）

計画的で効率的な行財政運営の推進
（健全財政の維持、職員数の適正化など）

保健・医療・福祉の連携、充実
（市民病院の充実、救急医療体制など）

子育て環境の充実
（保育サービス、放課後・地域児童健全育成事業など）

賑わいと交流の都市空間の整備・充実
（富山駅周辺、中心市街地の整備など）

拠点を結ぶ交通体系の再構築
（公共交通の利便性の向上など）
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５ ．総合計画の体系

事 業

施 策

政 策

まちづくりの目標

都市像

『人・まち・自然が調和する活力都市とやま』

Ⅰ 人が輝き安心して暮らせるまち

Ⅱ すべてにやさしい安全なまち

Ⅲ 都市と自然が調和した潤いが実感できるまち

Ⅳ 個性と創造性に満ちた活力あふれるまち

Ⅴ 新しい富山を創る協働のまち

１９政策

６２施策

総合計画事業（１５７事業）
[毎年の見直しにより事業の追加等を行う]

体系的に施策、事業を位置づけ

９



６ Ⅰ．人が輝き「安心」して暮らせるまち 【36事業（新規４）】

１．学び豊かな心を育む１．学び豊かな心を育む

子育て環境の充実

学校教育の充実

雇用機会の創出

勤労福祉の向上

２．働き豊かに暮らす

健康づくり活動の充実

介護予防活動の充実

３．健康で健全に

高齢者・障害者への支援

社会参加と生きがいづくり

４．安心して暮らせる

保健・医療・福祉の連携、充実

コミュニティの再生

５．共に生き共に支える

①特別保育の充実（延長・一時・休日・病児・病後児保育等）
②多機能保育所、児童館の整備 ③子育て支援センターの設置

④不妊治療費助成 ⑤外国語指導助手配置 ⑥校舎改修等 ⑦スクール
サポーター等の配置 ⑧高等教育の推進 ⑨生涯学習活動の充実 など

①地元企業の概要や採用情報を紹介 ②就職面談の場を提供

③就職に必要な能力の開発や資格取得の支援 ④若年層向けの就労
意識の醸成、啓発 ⑤子育てをする勤労者の支援

①プール、スポーツパーク、スポーツ施設の整備や耐震改修
②プラス1,000歩富山市民運動等の継続実施 ③各種がん検診の充実
④介護予防活動の推進 （指導者やボランティア等の育成）
⑤角川介護予防センター の活用

①地域の総合的なケア体制の整備 ②グループホーム、ケアホームの
整備 ③地域密着型サービス・在宅介護サービス・施設介護サービス
の充実 ④生きがいづくり活動の支援

①市民病院の充実（西病棟８階改修、外来診療部門改修）
②救急医療体制の充実 ③地域活動の推進 ④市立公民館の整備
⑤開かれた学校づくりの推進 ⑥学校と地域との連携

１０



６ Ⅰ．人が輝き「安心」して暮らせるまち （１）

子育て・教育環境の充実子育て・教育環境の充実 安心して子どもを生み育て、子どもが個性豊かに
自主性をもって健やかに育つ環境づくりのため、
教育及び子育て支援の更なる充実を目指す

育児の援助をしてほしい
人と育児の援助を提供
したい人とが相互援助
活動を行う会員組織。

ファミリーサポートセンター

保育所（園）などで開
催。親子で一緒に遊ん
だり、子育てに関する

相談や情報交換を行う。

親子サークル

保育サービスの拡充や子育てに関する相談体制の充実
を図ることにより、子どもを生み育てやすい社会づくりを
目指す。

確かな学力、豊かな心、健やかな体の調和を目
指し、生きる力を育むための教育活動を推進。

１１

指導・相談体制の充実

スクールサポーターの配置 （特別な配慮・支援を必

要とする児童生徒の学校生活への支援をする補助員）

外国語教育の充実

スクールソーシャルワーカーの配置 （不登校や家
庭内暴力など子どもが抱える問題に対し、主に福祉的な

視点から解決の支援をする専門員） 等



６ Ⅰ．人が輝き「安心」して暮らせるまち （２）

学校教育環境の整備学校教育環境の整備

改築（耐震化）

学校施設の整備充実を図り、安全で快適な教育環境を整
備（校舎や体育館の耐震化や、学校プール等の整備）

１２



６ Ⅰ．人が輝き「安心」して暮らせるまち （３）

介護予防活動の充実介護予防活動の充実

水中運動療法を中心として、陸上運動療法、温熱療法、パーソナルケアなどを組
み合わせた介護予防プログラムを提供。

富山市角川介護予防センターの概要

高齢者が介護を必要とせず、健康に暮らしていけ
るよう、介護予防活動を推進

１３



病院機能の充実を図る市民病院との連携に
より、一層のきめ細かな医療を実現

施設概要
１ 開設 平成23年10月１日

（富山市民病院駐車場内に整備）
２ 建物面積 延床面積 １，５３２．８６㎡

建築面積 ８５６．６７㎡
３ 構造 鉄骨造２階建

４ 診療科目 内科、小児科および外科に加え、
眼科、耳鼻科および皮膚科を追加

富山市・医師会急患センター

２階待合室 ２階点滴処置室

２階眼科

６ Ⅰ．人が輝き「安心」して暮らせるまち （４）

救急医療体制の充実救急医療体制の充実 拡大した待合室のスペース、最新の検査機器な
ど、設備が充実した初期医療の拠点

１４



７ Ⅱ．すべてにやさしい「安全」なまち 【48事業（新規13）】

災害に強いまちづくり

消防救急体制の整備

①浸水対策（河川や水路、雨水流出抑制施設整備） ②地震対策（木造住
宅の耐震改修の支援、富山市地域防災計画の見直し） ③津波対策（津波
ハザードマップの作成） ④土砂災害ハザードマップの作成 ⑤重要な橋梁
の耐震診断、公共施設の耐震化 防災行政無線の整備、食料等の備蓄と
防災用資機材の配備 ⑥防災意識の啓発（自主防災組織の結成の推進）

１．安全に暮らせる

交通安全対策、防犯
防災体制の充実

安全で快適なまちづくり

安全安心な消費生活

①大気などの監視活動の強化 ②食品衛生・環境衛生対策の強化
③悪質商法の情報などの迅速な提供 ④食育や地産地消の推進
⑤食の安定供給

２．人と自然にやさしい

循環型まちづくり

エネルギーの有効活用

①ごみの減量とリサイクルの推進 ②バイオマスエネルギーの活用

③太陽光発電の導入促進 ④小水力発電の普及促進 ⑤省エネ化の推進
⑥電気自動車などの普及促進 ⑦省エネルギー対策の推進

⑧未利用エネルギー等の活用（工場の排熱、下水、ごみ・汚泥の焼却、地
熱、風力などのエネルギーの導入について検討）
⑨環境教育の推進

３．地球にやさしい

森林機能の再生、強化

生態系の保護、回復

①計画的な森林の整備 ②森林ボランティアとの連携（市民参加型のボ
ランティア組織「ＮＰＯ法人きんたろう倶楽部」など、多様な森林ボランティ
ア組織と連携を図る）、③有害鳥獣による農作物被害や熊などによる人
身被害の防止

４．森づくり

１５



７ Ⅱ．すべてにやさしい「安全」なまち（１）

牛首断層

呉羽山断層

跡津川断層

富山市地域防災計画の見直しや津波ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの
作成

災害に強いまちづく
り

災害に強いまちづく
り

１６1858年 飛 越 地 震約 2300年 -2700年ほ ぼ 0%－M 7 .9跡 津 川 断 層 帯

11-12世 紀約 5000年 -7100年ほ ぼ 0%－M 7 .7牛 首 断 層 帯

約 3500年 前 -7世 紀3000年 -5000年 程 度ほ ぼ 0%～ 5%高 いM 7 .2呉 羽 山 断 層 帯

最 新 活 動 時 期平 均 活 動 間 隔地 震 発 生 確 率相 対 的 評 価
地 震 規

模
断 層 帯 名

※ 地 震 調 査 研 究 推 進 本 部 の ホ ー ム ペ ー ジ か ら引 用

富 山 市 内 主 要 活 断 層 帯 の 長 期 評 価 の 概 要 （算 定 基 準 日 平 成 23年 1月 1日 ）

1858年 飛 越 地 震約 2300年 -2700年ほ ぼ 0%－M 7 .9跡 津 川 断 層 帯

11-12世 紀約 5000年 -7100年ほ ぼ 0%－M 7 .7牛 首 断 層 帯

約 3500年 前 -7世 紀3000年 -5000年 程 度ほ ぼ 0%～ 5%高 いM 7 .2呉 羽 山 断 層 帯

最 新 活 動 時 期平 均 活 動 間 隔地 震 発 生 確 率相 対 的 評 価
地 震 規

模
断 層 帯 名

※ 地 震 調 査 研 究 推 進 本 部 の ホ ー ム ペ ー ジ か ら引 用

富 山 市 内 主 要 活 断 層 帯 の 長 期 評 価 の 概 要 （算 定 基 準 日 平 成 23年 1月 1日 ）



７ Ⅱ．すべてにやさしい「安全」なまち（２）

再生可能エネルギーの活用（ﾊﾞｲｵﾏｽ、太陽光発電、
小水力発電）、次世代自動車の普及促進、省エネル
ギー対策の推進、未利用エネルギーの活用

発電所

常西合口用水に建設中の小水力発電所

電気自動車の普及促進

木質ペレット製造施設

平成２２年３月２５日竣工年間1,500ｔのペレットを生産可能

民間

木質ペレット

太陽光発電所（婦中地内）

エネルギーの有効活
用

エネルギーの有効活
用

１７

環境モデル都市行動計画の推進



７ Ⅱ．すべてにやさしい「安全」なまち（３）

市域の約７割を占める森林を市民共通の財産として
守り育てる森づくり森づくり

（森林整備面積250ha／年間） 過疎化・高齢化の進展に伴う森林管理の担い手の減少
⇒手入れされずに放置されている人工林・里山林の増加

森林の持つ公益的機能の再生・強化
を図るとともに、生態系に配慮し、野
生生物との共生を図る

「ＮＰＯ法人きんたろう倶楽部」
など、多様な森林ボランティア
組織と連携を図り、豊かな森づ
くりに取り組むとともに、森林機
能の重要性の啓発を図る

１８

森林の持つ公益的機能

・地球温暖化の防止

・土砂災害など自然災害の防止

・水源のかん養

・クマなど動植物の生息・生育の場

・林産物の供給 など

○人工林の計画的かつ緊急的な間伐などの実施
○林業雇用環境の整備
○木材資源の利活用の促進と循環利用への取り組み

対策



８ Ⅲ．都市と自然が調和した「潤い」が実感できるまち【48事業（新規13）】

都市空間の整備、充実

地域の個性と特性を生
かしたまちづくり

①富山駅周辺の都市拠点づくり（富山ライトレールと市内電車の南北接続）
②中心市街地の賑わい再生（新規出店者サポート事業、城址公園の整備、
市街地再開発事業の推進、ガラス美術館・図書館本館の整備

③公共交通の利便性の向上（おでかけ定期券の利用促進、コミュニティバ
スの運行）
④地域の自然、歴史、文化などの資源を生かした地域活性化
⑤自然景観や伝統的な景観の保全・活用

１．賑わいとゆとり

ふるさと景観の保全、形成

水辺環境の保全・育成
公園・緑地の整備

①海辺の活用による沿岸地域の活性化
②公園などの整備・ファミリーパークの整備
③緑地の維持と緑化活動
④自然環境を活用した都市住民との交流の促進、⑤集落機能の強化

２．潤いと安らぎ

中山間地域の振興

歩いて暮らせるまちづくり
まちなか居住の推進

①コンパクトなまちの実現に向けた整備計画の推進（都市マスタープランの
見直し）

②まちなか・公共交通沿線居住の推進、③未利用住宅や低未利用地の有
効活用
④生活拠点地区の機能強化（アドバイザーの派遣等）

３．ｺンパクトなまちづくり

地域の生活拠点地区の整備

公共交通の利用促進
交通体系の再構築

①基幹交通の利便性向上（市内電車環状線の停留場のバリアフリー化、富山
ライトレールの一部区間の複線化、新停留場の設置、ＪＲ高山本線や富山地
方鉄道不二越・上滝線などの増便運行や駅へのアクセス改善、パークアンド
ライド駐車場の整備）、②地域間を結ぶ幹線バス路線の維持活性化、③生活
交通の確保（コミュニティバスの効率的な運行、地域が主体となる自主運行バ
スの普及・拡大）

道路網の整備

４．交通体系の充実

１９



８ Ⅲ．都市と自然が調和した「潤い」が実感できるまち（１）

東京

大宮

高崎

長野富山金沢
福井

新
大
阪

敦賀

上越
（仮称）

新高岡
（仮称）

：開業区間

：既着工区間

：未着工区間
敦賀～新大阪はルート未定

新黒部
（仮称）

路線延長：約700km(東京～新大阪間)

富山～東京

（約1時間の短縮）

約3時間11分 約2時間7分

■北陸新幹線ルート図

事業スケジュール
・H23年度 新幹線駅舎実施設計
・H23～H24 在来線駅舎実施設計
・H24～26年度 新幹線駅舎工事
・H25～26年度 在来線駅舎工事

(北陸本線上り線及び高山線）

・H26年度末 北陸新幹線の開業
・H27～28年度 在来線駅舎工事

(北陸本線下り線）

北陸新幹線の開業
北陸新幹線の開業に伴い、人・もの・情報の交流が活
発になり、地域への経済波及効果等が期待されてい
ます。

（イメージ）

２０



８ Ⅲ．都市と自然が調和した「潤い」が実感できるまち（２）

富山駅周辺景観デザイン

在来線駅舎（富山駅北口）のイメージ

富山駅周辺整備

○鉄軌道・バス・タクシー等がコンパクトにつながる交通結節点の整備

○駅南北の一体化・南北軸の強化

○ユニバーサルデザインによる安全で快適な駅・駅前広場の整備 ２１

新幹線駅舎（富山駅南口）のイメージ

○富山の歴史や自然を活かした駅舎及び駅前広場のデザイン

○環境負荷低減に配慮した駅周辺整備の実現

富山駅周辺整備の基本方針
・県都富山の新たな顔をつくる
・多彩な公共交通を快適につなぐ
・都市拠点としての機能をそなえる

○広域商業機能の強化

○文化交流機能の充実

南北自由通路のイメージ



８ Ⅲ．都市と自然が調和した「潤い」が実感できるまち（３）

富山駅高架化後に、路面電車化した富山港線と
市内軌道を接続

路面電車ネットワークの形成

富山駅

城址公園

グランド
プラザ

県 庁
市役所

市内電車（富山地方鉄道）

富山ライトレール

路面電車の南北接続（イメージ）

市内電車環状線

２２



中央通りｆ地区第一種市
街地再開発事業
用途 商業・業務・住宅
Ｈ２４．３完成予定

西町・総曲輪地区
駐車台数：630台
H17.4完成

グランドプラザ
面積：約1,400㎡
H19.9完成

総曲輪通り南地区
延べ面積：約44,200㎡

H19.9完成

総曲輪四丁目・旅籠町地区
優良建築物等整備事業
用途 商業・業務・住宅
Ｈ２２．２完成

中教院東地区

市内電車環状線

中央通り商店街
総曲輪通り商店街

中央通り地区Ｄ北街区
市街地再開発準備組合

平成２０年４月設立

堤町通り一丁目地区

西町南地区第一種
市街地再開発事業

用途 業務・公益

H26年度施設建築物新
築工事竣工予定

・ガラス美術館１～３F

・図書館本館４～６F

・銀行１F、７～９F

西町東南地区第一種
市街地再開発事業
用途 商業・業務・住宅
Ｈ２４．９完成予定

52戸（2～7階）

125戸（2～18F）

８ Ⅲ．都市と自然が調和した「潤い」が実感できるまち（４）

市街地再開発事業の推進

２３

北棟（賃貸）40戸（3～10F）
南棟（分譲）76戸（2～14F）

総曲輪西地区市街
地再開発準備組合

平成２０年３月設立



８ Ⅲ．都市と自然が調和した「潤い」が実感できるまち（５）

西町南地区複合施設整備事業 市民が気軽に集い、憩える「文
化・情報交流拠点」としてガラス
美術館・図書館本館を整備

文化や芸術の振興を図
り、賑わい空間を創出

ガラス美術館１～３F
図書館本館 ４～６F

２４



９ Ⅳ．個性と創造性に満ちた「活力」あるまち 【25事業（新規5）】

広域・滞在型観光の推進

観光資源のネットワーク化

１．観光のまちづくり

富山ブランドの発掘・発信
コンベンションの振興

伝統的文化・文化遺産の保
全、活用

①伝統文化等の保存・継承への支援（人材の育成や技術の継承）
②伝統的なまち並みや文化遺産等の保全と活用
③ガラスの街づくり （新ガラス工房、ガラス美術館の整備 ）
④優れた芸術文化に親しむ機会の充実（質の高い文化事業の提供）

２．文化・歴史を守る

新たな芸術文化の発信
芸術文化活動への支援

広域交流の推進・充実 ①選ばれるまちづくりの推進
②北陸新幹線の整備促進

③地域高規格道路などの交通ネットワークの整備による広域交流の
推進

交通ﾈｯﾄﾜｰｸの整備・充実
国際交流

３．人・もの・情報が行き交う

活力を生み出す人づくり ①各産業を支える人材育成
②起業者への支援
③商工業等の振興 ④企業立地の促進新産業・新事業の創造

４．活力ある産業

①広域観光、滞在型観光の推進（周辺観光地を含んだ魅力的な周遊
モデルルートを構築）、②観光実践プランの策定、③まちなか観光の
推進、④地域資源活用（立山山麓活性化事業）、
⑤富山ブランドの育成・ＰＲ （くすり、特産品、おわら風の盆 等）
⑥コンベンションの誘致、⑦観光客の受入体制の充実と人材の育成

２５



９ Ⅳ．個性と創造性に満ちた「活力」あるまち（１）

富山ブランドの育成・ＰＲ 「ますの寿し」「おわら」「自然」「くすり」な
どの富山ブランドを活用し、本市の魅力
をＰＲするとともに、さらなる魅力を発掘。

くすりのまち富山の伝統を活かし、地場産の素材
を使用した健康に良くて美味しい料理等を「富山
やくぜん」として認定。

東京の銭湯の壁面の富士山を立山に塗り替
えることで、雄大な富山市の自然をＰＲ

「富山やくぜん」の普及

「ホットして富山市」PR事業

２６



９ Ⅳ．個性と創造性に満ちた「活力」あるまち（２）

活力ある産業（企業誘致）
企業団地の造成や企業訪問などを通じて
企業誘致を推進し、市内の産業を活性化
させ、雇用の確保に繋げる。

２７

＜市内の主な企業団地等＞
・呉羽南部企業団地
・金屋企業団地
・大沢野西部企業団地
・熊野北部企業団地
・西本郷企業団地
・富山八尾中核工業団地 ほか

（全16箇所）

平成１７年度以降、市外から２０社を誘致

日本海側屈指
の工業集積

自然災害が少なく恵
まれた自然環境

交通・コンテナ航路な
ど流通の利便性

強 み （ 特 徴 ） を 活 か し た 企 業 立 地 の 推 進



総本店 １店舗

地域店 ７店舗

加盟店 約１８０店舗

９ Ⅳ．個性と創造性に満ちた「活力」あるまち（３）

富山とれたてネットワーク事業富山とれたてネットワーク事業

野菜ソムリエによる懇話会なども実施

加盟店のぼり

市内の幅広い地域で野菜を集荷して販
売する地場もん屋総本店（総曲輪通り）。

地場農林水産物の生産振興と地産地消の
拡大を目的として「富山とれたてネットワー
ク（地場もん屋）」を推進。

２８



９ Ⅳ．個性と創造性に満ちた「活力」あるまち（４）

地域の特色を活かした魅力の創出地域の特色を活かした魅力の創出

標高1,188mのゴンドラ山頂駅周辺で樹木間にワイヤーロープを張り、滑車を利用して滑り降りる施設。まさに空を
飛ぶフライトは鳥になったような感覚を味わうことができる。立山山麓の特色を活かしたグリーンシーズン活用モデル。

２９

自然や伝統文化、芸術、祭りなどの地域資源につい
て魅力を高めながら、個性豊かな地域を守り育てる。



９ Ⅳ．個性と創造性に満ちた「活力」あるまち（５）

ガラスの街づくりガラスの街づくり

（完成イメージ図）

産業化の推進

芸術の振興

人材の育成

ガラス造形に関する専門的知識及び技術の学習に
よりガラス造形制作者として有能な人材を育成。

優れたガラス美術を紹介する展覧会を開催す
ることにより、ガラス芸術の振興を推進。

越碧（コシノアオ）等の新色素材ガラスを研究
開発することにより、 地域産業化を推進。

越碧（コシノアオ）

越翡翠（コシノヒスイ）

新ガラス工房が平成２４
年度にオープン予定

現代ガラス大賞展・富山2011
大賞作品

富山ガラス造形研究所

３０

ガラス工芸をテーマとした政策をまちづくりの柱のひとつ
として、人材の育成、産業化の推進、芸術の振興を図る。



１０ Ⅴ．新しい富山を創る「協働」のまち 【4事業（新規1）】

平和な社会づくり

市民主体のまちづくり

１．市民が主役の社会

男女共同参画の推進

職員の意識改革と組織の活
性化

計画的で効率的な行財政運営

２．新しい行財政システム

情報化の推進

地方分権・広域行政への対応

①一人ひとりの個性と創造性を尊重する社会づくり
②協働を推進する環境整備
③市政への参画機会の拡大
④市民が主体となったまちづくりの取り組みを支援
⑤男女共同参画の環境整備
⑥女性の多様な能力の活用

①多様な行政ニーズに対応できる職員の育成
②健全財政の維持
③スリムな行政組織の構築等
④民間委託など民間活力の活用手法の推進
⑤公有財産の効率的な管理・利活用
⑥市民との意見交換の機会の充実

３１



１０ Ⅴ．新しい富山を創る「協働」のまち（１）

事業概要
各地区（校下）単位での清掃活動のほか、市内
７ヶ所に重点清掃場所を設けて、清掃活動を毎
年実施。
＜清掃活動の事例＞
① 市道・県道の歩道や駅周辺等の清掃
② 公共の場所等の除草
③ 落書き消し活動 など

〔平成２３年度は８月２１日実施〕

市民主体のまちづくり

約７万人の市民の

皆さんが参加

ふるさと美化大作戦

市民と行政がともに手を携えてさまざまな地域
課題に取り組む、市民主体のまちづくりを展開

３２



１０ Ⅴ．新しい富山を創る「協働」のまち（２）

タウンミーティング

３３

本市の施策等を広く市民に説明することで、市民の理
解を深めるとともに、市民の声を市政に反映させる機
会を提供します。



１１．主な市民に期待する役割、目標とする指標

３４

安心安心 ・放課後児童健全育成事業 97,660人(平22年度)→125,000人

安全

潤い

活力

協働

・健康な高齢者の割合 82.7％(平17年度)→80％以上

・住宅の耐震化率 74％(平20年度)→85％

・住宅用太陽光発電システム設置補助件数 356件(平22年度)→500件

・公共交通利用者数 62,432人(平21年度)→64,000人

・製造品出荷額 8,911億円(平21年)→10,300億円

・観光庁観光客入込統計調査による宿泊者数 1,278,212人(平22年)→1,406,000人

・NPO法人数 132法人(平22年度)→190法人

・総人口に占める公共交通が便利な地域に居住する人口の割合 28％(平17年)→31％

目標とする指標

市民に期待する役割

安心安心 ・地域の高齢者を気遣い、思いやりが感じられる地域社会の実現を目指す。

安全

潤い

活力

協働

・災害発生時において、救援・救助活動や復旧支援活動に協力する。

・中心市街地を訪れる際は、公共交通の利用に努める。

・地域の活性化に向けた活動に主体的に参画するとともに、市内外の人々や団体などとも積極的に交流する。

・身近な公園や歩道の清掃などの地域活動に積極的に参加する、

・地域の生活拠点地区の整備に対し満足・ほぼ満足と感じる市民の割合 6.6％(平22年度)→10％

・重要な橋梁の耐震化率 74.3％(平22年度)→85.7％



１２．重点プロジェクト

【都市像】

人・まち・自然が調和
する

活力都市とやま

【重点プロジェクト（６）】
重点テーマ（３９）、重点事業（５７）

時代潮流
北陸

新幹線
市民ニー

ズ

【まちづくりの目標（５）、総合計画事業（１５７）】

１．子育て環境の充実 ２．医療・福祉の充実及
び健康づくりの推進

優先的・重点的取り組みを
重点プロジェクトに位置づけ

３５

３．災害に強いまちづ
くりの推進

４．環境にやさしいま
ちづくりの推進

５．公共交通を軸としたコン
パクトなまちづくりの推進

６．雇用機会の創
出と産業の振興



“選ばれる”富山市へ

総合力のあるまちづくり
福祉 教育 雇用 環境 防災等

バランスのとれた「総合力のあるまちづくり」の実践により、

市内外の多くの人々に“選ばれる”まちを目指します。

観光

企業進出

就職

コンベンション

３６

１３ 目指す都市像（まとめ）



富 山 市ご静聴ありがとうございました。

『人・まち・自然が調和する活力都市とやま』


